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物流での環境保全にかかわる取り組みを紹介します。

カシオでは、物流工程で発生するCO2排出量の削減や廃棄物の削減など、環境負荷の低減に積極的に取り組んでいます。
CO2排出量の削減においては、以下の3つの行動計画を掲げ、推進しています。

輸送距離の短縮： 国内外で物流拠点からお取引先への直送を推進

モーダルシフトの推進： 拠点間の輸送に環境負荷の少ない鉄道などを積極的に利用

積載効率改善、輸送物量削減： デジタルカメラ、電子辞書、楽器、電子レジスターなどの梱包設計の改善、縮小化推進

国内 物流拠点の移転・統廃合
三重県の流通センターを埼玉県に移転し、東京の配送センターと統廃合しました。
2011年8月に流通センターを三重県鈴鹿市から埼玉県戸田市に移転、2012年1月に東京都江東区の東部配送センターを流通センターと統
廃合と、段階的に推進しました。
これにより、国内コンシューマの物流拠点が５拠点から４拠点となり輸送距離が短縮されただけでなく、トラックから鉄道への積極的な
切替を推進し、CO2排出量排出量の削減に大きく貢献しました。

モーダルシフトの推進及び横持ち削減

■今回の移転・統廃合による効果

横持ち削減
流通センター→北海道配送センター（札幌）間の横持ち距離短縮
流通センター→東部配送センター（東京）間の横持ち不要

1.

モーダルシフトの推進
流通センター→西部配送センター（大阪）間の一部鉄道への切替
流通センター→九州配送センター（福岡）間の鉄道への切替

2.

輸送距離の短縮
流通センター直送（配送センターを経由せずに得意先に直送）の約４６％を占める関東エリアへの輸送距離短縮

3.

※上記効果により、年間約330トンのCO2削減となる。（20％削減）

物流工程における取り組み
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アジア物流で使用される通い箱

北米向け直送の推進
カシオでは、物流拠点から取引先への直送を推進しています。
従来、中国から北米向けの貨物は、シカゴにある販社倉庫に輸送後、取引先の物流センターへ配送されていましたが、2009年から中国港
より直接、取引先の中央物流センターへ直送することにより、CO2排出量の削減に貢献しています。
2010年度は、約1,800トンのCO2削減ができました。（グループ、取引先合算）

北米向け直送の推進

アジア物流で「通い箱」の導入
包装材削減のため、カシオはアジア内の物流で「通い箱」の導入を進めています。

2009年9月より、日本、香港、タイ3カ国間の航空輸送において、繰り返し使用ができるプラスチッ
ク容器の「通い箱」を導入しました。

「通い箱」では、日本で製造した部品を中国の生産拠点用に香港へ運び、香港からは中国のベンダー
から調達した時計用部品などをタイに輸送。タイから日本へ時計の部品などを運ぶことで、3カ国間
すべての経路で空箱となることはありません。

従来の段ボールとは異なり、使い捨てをせずに何度も使用できるため、環境負荷の低減につながりま
す。

また、その後、さらに大型の「通い箱」の導入も開始しました。
大型の「通い箱」は主に海上輸送で活用し、物量が少ないために航空輸送に切り替えられることを抑制したり、ＬＣＬ（他社貨物との混
載）による梱包ダメージを回避することができます。
2011年度からは、この大型の「通い箱」を製品の輸送にも活用しています。
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エコレールマーク 鉄道を利用したモーダルシフトの推進 環境負荷を軽減する鉄道コンテナ

「エコレールマーク」の認定を取得
カシオは、2009年10月29日、社団法人鉄道貨物協会より、「エコレールマーク取り組み企業」としての認定を取得しました。
「エコレールマーク」は、鉄道貨物輸送を活用し、地球環境問題に積極的に取り組んでいる商品・企業であることを表示するマークで、鉄
道はCO2排出量が営業用トラックの約1/7と、環境にかける負荷の小さい輸送手段です。
当社では、埼玉県にある流通センターから北海道および大阪、福岡にある配送センターへの輸送に鉄道を積極的に使用しています。
今後も環境に配慮した輸送を推進し、環境負荷の低減に積極的に取り組んでいきます。

物流での CO2 排出量はこちら（環境データ）

http://www.casio.co.jp/csr/env/data/#data01_logistics

